
3. FFR-CTの問題点と心筋シンチの可能性

ISCHEMIA 試験では Initial invasive strategy の clinical benefit が示されず、2022 年に「安
定冠動脈疾患の診断と治療」ガイドラインがアップデートされてから、冠動脈疾患の診断フ
ローおよびどのような患者に対して侵襲的冠動脈造影を勧めるべきかについて活発な議論
が行われている。現在のガイドラインでは、検査前確率および臨床的尤度に応じて冠動脈
CT もしくは心筋 SPECT を中心とした負荷イメージングが推奨されている。一方近年登場し
た FFR-CT に関しては現状のガイドラインでは補助的な扱いではあるが、多くの positive
data が発表されており、冠動脈 CT、心筋 SPECT、FFR-CT をどのように使い分けていくかが
実臨床の問題点となっている。本講演ではこの 3 つの modality のメリットおよびデメリッ
トをこれまでの data に基づいて考察し、侵襲的冠動脈造影を勧めるべき患者の診断フロー
を考え、FFR-CT の問題点や SPECT の可能性に関して言及したい。
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